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2025 年７月 24日 

各 位 

会 社 名 株 式 会 社 Ｆ Ｃ Ｅ 

代 表 者 名 代 表 取締 役 社 長  石 川  淳悦 

 (コード番号：9564  東証スタンダード市場) 

問 合 せ 先 取締役コーポレート本部長 加藤 寛和 

 (TEL 03-5908-1400) 

 

株式会社ジーニー及び JAPAN AI 株式会社との資本業務提携 

および AI エージェント事業への参入に関するお知らせ 

 

当社は、2025 年７月 24日開催の取締役会において、株式会社ジーニー（以下「ジーニー社」といい

ます。）と資本業務提携契約を締結すること、そのグループ会社である JAPAN AI 株式会社（以下

「JAPAN AI 社」といいます）との間で出資契約・業務提携（資本業務提携）契約を締結することを決議

いたしました。 

  

１．本契約の背景と内容 

当社は、「チャレンジあふれる未来をつくる」というパーパスのもと、「主体性×生産性で、人的資本の

最大化に貢献する」というミッションを掲げ、DX推進事業および教育研修事業を展開しています。 

2023 年より、生成 AI 技術を活用した新規事業として、プロンプトの設計・学習・共有・活用を社内で

組織的に行うためのプラットフォーム「FCEプロンプトゲート」の提供を開始し、企業及び教育機関にお

ける生成 AI の利活用支援に取り組んでまいりました。 

このたび当社は、マーケティングテクノロジー分野に強みを持つジーニー社および、そのグループ会社

で人工知能の研究開発、人工知能に関するコンサルティングサービス、AI エージェント（※）にかかる

事業を展開する JAPAN AI 社との間で、資本業務提携契約を締結いたしました。 

（※）AI(人工知能)を搭載しユーザーの代わりに目標を達成するために自律的に行動するソフトウェア 

 

ジーニー社は、「誰もがマーケティングで成功できる世界を創る」「日本発の世界的なテクノロジー企

業となり、日本とアジアに貢献する」という 2つのパーパスを掲げ、企業の収益拡大・生産性向上に貢献

するマーケティングテクノロジーカンパニーです。 

 

当社は、既存の生成 AI 領域における事業基盤を拡張・発展させるかたちで、JAPAN AI 社と連携し AI

エージェント事業に参入いたします。ジーニーグループとの連携を通じ、生成 AI および AI エージェン

トの活用を企業の現場に深く実装し、生産性をさらに高める新たな価値創出に取り組んでまいります。 

 

２．本提携の内容 

（1）株式会社ジーニーとの資本業務提携 

・業務提携の内容 

当社が展開する DX推進事業・教育研修事業と、ジーニー社のマーケティング SaaS 事業（※１）との

連携を軸とした業務提携です。 

本提携は、両社の既存顧客基盤やソリューションの相互紹介・活用を通じて、将来的な販売面での協
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業に加え、連携領域の拡張も視野に入れた取り組みとして検討を進めるものです。 

 

まずは、共催セミナーの開催などの共同マーケティング活動等を通じて、両社の強みを掛け合わせた

新たな価値創造に向けた需要の発掘・検証に取り組んでまいります。 

将来的には、ジーニー社が有する SFA・CRM（※２）、MA（※３）ツール等と、当社の教育プラットフ

ォーム「Smart Boarding」や RPA 導入支援サービスとの連携により、人的資本と営業・マーケティン

グデータを統合した新たな生産性向上モデルの構築も視野に入れております。 

 

（※１）ジーニー社のマーケティング SaaS 事業では、集客から販促、受注までを通貫して実行・管

理できる唯一の国産セールス&マーケティングプラットフォーム「GENIEE Marketing Cloud」を提供

しています。営業管理ツール「GENIEE SFA/CRM」、チャット型 Web 接客プラットフォーム「GENIEE 

CHAT」、マーケティングオートメーション「GENIEE MA」、サイト内検索 ASP「GENIEE SEARCH」などが

あります（出典：https://gr.geniee.co.jp/recruit/business/marketing-saas/）。 

（※２）SFA（Sales Force Automation）・CRM（Customer Relationship Management）：営業活動や顧

客管理の効率化を支援する業務支援システム  

（※３）MA（Marketing Automation）：マーケティング業務の自動化・効率化を支援するシステム 

 

・資本提携の内容 

当社は、ジーニー社との事業提携をより強固なものとすべく、第三者割当（自己株式の処分）の方法

により、2025 年８月８日を払込期日とし、ジーニー社の普通株式 65,000 株を 1株あたり 1,537 円

（2025 年７月 23 日終値）、合計 99,905 千円分を取得する予定です。 

 

（2）JAPAN AI 株式会社との資本業務提携 

・業務提携の内容 

JAPAN AI 社が提供する「JAPAN AI AGENT」は、日本企業の業務に最適化された AI エージェントを標

準搭載し、AIが目標達成に向けて必要なタスクを自律的に作成・実行することで業務効率化を支援

するソリューションです。 

当社は、生成 AI 技術を活用した事業である「FCEプロンプトゲート」の事業基盤を拡張・発展させ

るかたちで、JAPAN AI 社のプロダクトである「JAPAN AI AGENT」につき OEM提供を受けることで実

証導入や既存顧客等への展開を通じて、AIエージェント領域における新たな事業基盤の確立を目指

します。 

 

・資本提携の内容 

当社は、第三者割当の方法により、2025 年７月 31 日を払込期日とし、JAPAN AI 社の優先株式総額

99,000 千円分を取得する予定です。 

 

３．本提携の相手先の概要 

株式会社ジーニー 

（2025年３月31日現在、特記しているものを除く。） 

（１） 名称 株式会社ジーニー 

（２） 所在地 東京都新宿区西新宿 6-8-1 住友不動産新宿オークタワー5/6 階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 工藤 智昭 

（４） 事業内容 広告プラットフォーム事業、マーケティング SaaS 事業、海外事
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業、デジタル PR 事業 

（５） 資本金 100 百万円 

（６） 設立年月日 2010 年４月 14 日 

（７） 発行済株式数 普通株式 18,056,400 株  A 種優先株式 10,000,000 株 

（８） 決算期 ３月 31 日 

（９） 従業員数 877 名（連結） 

（10） 
大株主及び持株比率

（注） 

工藤 智昭                       53.0% 

五味 大輔                         3.5% 

ＮＩＣＥ ＳＡＴＩＳＦＹ ＬＩＭＩＴＥＤ             3.3% 

吉村 卓也                                            2.9% 

株式会社日本カストディ銀行（信託口）                   2.3% 

BNYM SA／NV FOR BNYM FOR BNYM GCM CLIENT ACCTS M ILM FE 1.6% 

BNYM SA／NV FOR BNYM FOR BNY GCM CLIENT ACCOUNTS M LSCB RD                                     

1.4% 

上田八木短資株式会社                                   1.0% 

廣瀬 寛                                              0.9% 

THE BANK OF NEW YORK MELLON 140042                    0.8% 

（11） 

当社との関係 

（2025 年７月 24日現

在） 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

（12） 最近３年間の連結経営成績及び連結財政状態(IFRS) 

決算期 2023 年３月期 2024 年３月期 2025 年３月期 

 資本合計 5,033 百万円 7,290 百万円 8,702 百万円 

 資産合計 17,780 百万円 19,197 百万円 23,883 百万円 

 売上収益 6,455 百万円 8,012 百万円 11,321 百万円 

 営業利益 2,457 百万円 1,538 百万円 2,520 百万円 

 
親会社の所有者に帰属する当

期利益 
2,114 百万円 1,031 百万円 1,954 百万円 

 基本的１株当たり当期利益 119.52 円 58.31 円 136.30 円 

 １株当たり配当額 0.00 円 0.00 円 0.00 円 

（注）発行済株式（自己株式および A 種優先株式を除きます。）の総数に対する保有株式数の割合を記載しており

ます。 

 

JAPAN AI株式会社 

（2025年３月31日現在、特記しているものを除く。） 

（１） 名称 JAPAN AI 株式会社 

（２） 所在地 東京都新宿区西新宿 6-8-1 住友不動産新宿オークタワー5/6 階 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 工藤 智昭 

（４） 事業内容 人工知能の研究開発、人工知能に関するコンサルティングサービス 

（５） 資本金 2,000 万円 

（６） 設立年月日 2023 年４月 14 日 
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（７） 

当社との関係 

（2025 年７月 24日現

在） 

資本関係 該当事項はありません。 

人的関係 該当事項はありません。 

取引関係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の該当状況 
該当事項はありません。 

 

４．日程 

（１）取締役会決議日 2025 年７月 24日 

（２）契約の締結日 2025 年７月 24日（株式会社ジーニーとの資本業務提携契約） 

2025 年７月 24日（JAPAN AI 株式会社との業務提携契約） 

2025 年７月 29日（JAPAN AI 株式会社との出資契約）（予定） 

（３）株式取得日 2025 年８月８日（株式会社ジーニーの株式）（予定） 

2025 年７月 31日（JAPAN AI 株式会社の株式）（予定） 

 

５．今後の見通し 

 本提携による 2025 年９月期の当社連結業績に与える影響は軽微でありますが、中長期的には新たな

事業収益の創出や既存事業の高度化に寄与するものと考えております。今後、開示すべき重要な事項が

生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

 

株式会社 FCE 

設立：2017 年 ４ 月 21 日 

代表取締役社長：石川淳悦 

証券コード：9564 

本社：東京都新宿区西新宿２－４－１ 新宿 NS ビル 10 階 

事業内容：DX 推進事業、教育研修事業、出版事業 

URL：https://fce-hd.co.jp/ 

 

当社は「チャレンジあふれる未来をつくる」というパーパスのもと、人的資本の最大化に貢献すること

を使命とし、DX 推進事業と教育研修事業を展開しています。 

【最強の IT ツール】として約 7300 製品中第 1 位（※）を獲得した「RPA ロボパット DX

（https://fcepat.co.jp/）」、社員教育を一つで完結できる定額制オンライン教育システム「 Smart 

Boarding（https://smartboarding.net/）」、世界 4000 万部、国内 260 万部発刊の世界的ベストセラ

ー『７つの習慣』の出版（https://fce-publishing.co.jp/）、そして生成 AI 業務の生産性を爆発的に

向上させる「FCE プロンプトゲート（https://go.fce-promptgate.com/）」、など中小企業から大企業ま

で、また全国の自治体や教育機関を対象に幅広く事業を行っております。 

 

※ ITreview Best Software in Japan2023 より 

 

IR に関する情報はこちらから 

Web サイト：https://fce-hd.co.jp/ir/ 

note：https://note.com/fce_ir 


